



















採り上げる作品はエゴヤンの長編劇映画第一作 Next of Kin（1984）、長編劇映画 
Calendar（1993, 映画祭上映題「カレンダー」）、テレビ向け短編映画 Portrait of Arshile























エゴヤン長編劇映画第一作 Next of Kin から「アーシルの肖像」までの作品で、エゴ
ヤンは自分の望みを達成するために“芝居”をする人物を描いている。Next of Kin と戯










Next of Kin ではアルメニア語を理解しない観客にとって、デリヤン一家がアルメニア
人だと理解することは困難だ。つまりアルメニア民族の文化は別民族から認識できる形
で独自性を主張できない、ハイブリッド文化として表象されている。こうしたアルメニ
























































アーシル・ゴーキイ Arshile Gorky の油彩画 The Artist and His Mother （c. 1925-1935, 
『芸術家とその母』）を撮影したフィルム動画が登場する。そこにエゴヤンのパートナ






































































































の政治哲学者ウィル・キムリッカ Will Kymlicka は1982年憲法が掲げる差別の禁止を
「価値の共有ではなく会話を始める土台をなすもの」だと主張した。デイヴィドの選択
はキムリッカの主張を表象していると読める。つまり1960年代以降多文化主義を徐々に
実現していったカナダ連邦が志向し得る未来を、希望としてエゴヤンは表象している。
この尋問の後、デイヴィドはバイ・セクシャルの息子フィリップが、俳優アリと暮らし
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ている状況を「共存」のために受け容れる。彼の選択はラフィから憎しみをぶつけられ
たアリが、カナダで暮らす基盤を回復する一助となる希望を示していると読める。また
カナダに入国を果たしたラフィは刑務所を訪れ、セリアと面会しアナトリア地方で収録
したヴィデオ映像を見せる。ラフィとセリアの会話は、遠い将来にアニがセリアと向き
合い、会話を再開する可能性を準備するものだと解釈できる。 
1934年のアトリエの場面でゴーキイは終始無言である。ゴーキイが強制移住を生き抜
いた後に「祖国」アルメニアで母を失った思いは、いわば「空白」として表象されてい
る。そして複数のナラティヴが交錯し決裂に終わる『アララトの聖母』は「共存」を実
現するために「根拠のないハッピー･エンディング」を用意している。この映画はちぎ
れたボタンから始まり、ボタンがコートに縫い付けられる場面で終わる。全編の冒頭に
スクリーンに映るのは、壁に打ち付けられた釘から糸でぶら下げられたボタンだ。映画
が進むにつれ、このボタンは画家アーシル・ゴーキイが1934年にニューヨークに構えて
いたアトリエにあると判明する。作品の最後を締めくくるのは、1912年アナトリア地域
ヴァンの郊外で、ゴーキイの母がハミングしながら、息子のコートにちぎれたボタンを
縫い付ける場面だ。巻頭に登場したボタンは1934年のものなので、ラストのボタンと同
一だとは考えられない。それでも映画の構造からラストのショットはまるで巻頭のボタ
ンが母の手でコートに縫い付けられているかのごとき感興をもたらす。『芸術家とその
母』を「空白」と共に表象したゴーキイの魂を、そして1919年にエレヴァンで餓死した
母シュシャンを弔うために、ボタンは縫われねばならない。このエンディングは死者を
弔うためであると同時に、監督エゴヤンに続く世代が憎悪と敵対の連鎖を抜け出し、対
話という未来に向かう契機を用意するために創出された、希望の映像である。 
 
結論 留保の倫理の可能性 
 
エゴヤン作品においてアルメニア人は単一のナラティヴで覆いきれない、複数性を持
つ民族として表象されている。エゴヤンは民族をめぐるナラティヴを鵜呑みにしないよ
う戒めている。正統にして唯一のアルメニア人表象は存在しない。だが、別の民族とは
明らかに異なる「アルメニア人」が存在することは間違いない。筆者はエゴヤンのアル
メニア人表象の意義をこう結論づける。だが人間は弱い存在であり、神話や正統性を求
めてしまう。自分と「他者」の弱さを一度容認した上で、正統性を志向せず、同一の民
族、コミュニティ、国民の中に、自分と異なる歴史と経験、価値観を持った「他者」が
存在すると認め、理解するよう努力することをエゴヤンは提唱している。そのためには、
感情を抑制し「他者」のナラティヴに耳を傾ける必要がある。「他者」が創出するテク
ストによって強く感情を揺さぶられても、一度はその衝動を疑い、自分の想像力を延長
しても到達できない「他者」の感情を「空白」と捉え、判断を留保するようエゴヤンは
説いている。この姿勢を筆者は「留保の倫理」と呼ぶ。要約すれば、エゴヤンにとって
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カナダの多文化主義、そして映画とは、「他者」と対話を継続し共存することを諦めな
い、意志を示すものである。 
 
